
第2373号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2021年12月1日（8）

求

職

求

職

求

人

求

人

11
月
6
日
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
カ
レ
ッ
ジ
）
は
第
22

回
公
開
講
座「
な
ぜ
手
道
具
、
手
刻
み
か
ら
学
ぶ
の
か
」を
開
催
。

感
染
予
防
の
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
、
2
0
2
1
年

度
の
建
設
マ
ス
タ
ー
（
優
秀
施
工

者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
）
4
8
3

人
を
、
9
月
16
日
付
で
決
定
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
顕

彰
式
典
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、

昨
年
度
に
引
き

続
き
開
催
は
見

送
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
現
場
で
の

施
工
経
験
20
年
以
上
で
優
秀
な
技

術
・
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・

育
成
等
に
貢
献
し
た
建
設
技
能
者

か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
東
京
土
建
の

仲
間
で
は
、
西
東
京
支
部
の
小
坂

剛
さ
ん
が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

本
部
で
賃
金
対
策
部
長
も
務
め

る
小
坂
さ
ん
は
、
20
歳
に
な
る
年

か
ら
設
備
屋
を
営
む
父
の
元
で
働

き
始
め
て
36
年
に
な
る
そ
う
で

す
。
「
た
い
へ
ん
名
誉
あ
る
賞
を

い
た
だ
け
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
こ
の
年
月
、
仕
事
や
組
合
活

動
を
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
皆
さ

ん
に
認
め
て
も
ら
い
、
推
薦
い
た

だ
け
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
」
と
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち

を
語
っ
て
く
れ
た
小
坂
さ
ん
。

そ
し
て
、
「
や

は
り
こ
の
建
設
業

界
が
も
っ
と
良
く

な
る
よ
う
に
、
少

し
で
も
尽
力
し
た

い
。自
分
の
会
社
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

業
界
全
体
の
後
進
育
成
に
携
わ
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
、
今
後
の

抱
負
に
つ
い
て
も
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

今
回
の
公
開
講
座
の
狙
い
は
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
減
ら
す

効
果
か
ら
世
界
的
に
木
造
建
築
が

期
待
さ
れ
る
な
か
、
あ
え
て
無
垢

（
む
く
）の
木
を
使
い
、
手
道
具
、

手
刻
み
か
ら
建
築
の
基
礎
教
育
を

行
な
っ
て
い
る
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育

意
義
を
考
え
る
」
で
す
。

第
1
部
の
前
半
は
、
ま
ず
森
山

高
至
氏
（
一
級
建
築
士
／
建
築
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
／
1
級
建
築
施
工
管

理
技
士
）
に
よ
る
「
住
宅
建
築
の

現
在
と
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
」
と

題
し
た
基
調
講
演
＆
特
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

深
刻
な
人
材
不
足
が
問
題
と
な

る
建
設
業
界
に
お
け
る
、
Ａ
Ｉ
導

入
の
利
便
性
な
ど
の
説
明
。
少
子

高
齢
化
で
産
業
が
衰
退
し
、
生
活

を
支
え
る
基
本
的
な
事
業
者
が
不

足
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
を
支
え

る
人
々
の
仕
事
は
増
加
し
て
い

く
。建
設
土
木
は
、自
然
環
境
と
生

活
基
盤
の
保
守
に
向
け
た
修
繕
や

維
持
管
理
の
た
め
木
造
の
技
術
知

識
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
い

う
興
味
深
い
話
が
聞
け
ま
し
た
。

建
物
の
呼
吸
を

感
じ
る
取
る
力

後
半
で
は
、
カ
レ
ッ
ジ
で
教
務

運
営
委
員
を
務
め
る
橋
本
英
夫
氏

（
建
築
大
工
／
一
級
建
築
士
）
も

登
場
。
森
山
さ
ん
と
の
対
談
を
通

し
て
、
カ
レ
ッ
ジ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
特
徴
と
狙
い
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

「
手
仕
事
を
学
ぶ
こ
と
で
何
が

一
番
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
か
」

と
の
問
い
に
、
「
建
物
の
呼
吸
を

感
じ
取
る
と
い
う
力
が
い
わ
ゆ
る

大
工
力
で
、
も
っ
と
大
き
く
言
え

ば
そ
れ
が
人
間
力
。
大
げ
さ
に
言

え
ば
人
間
力
の
結
集
が
建
築
」
と

答
え
た
橋
本
さ
ん
。
こ
れ
に
対
し

て
ア
ニ
メ
『
鬼
滅
の
刃
』
を
引
き

合
い
に
「
ま
る
で
鱗
滝
さ
ん
の
よ

う
」
と
例
え
る
森
山
さ
ん
。
世
代

を
超
え
て
楽
し
め
る
、
ま
さ
に
全

集
中
の
対
談
と
な
り
ま
し
た
。

【
作
業
主
任
者
】

足
場
2
月
24
日
〜
25
日
（
木
金
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
2
月
15
日
〜
16
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
8
日
〜
9
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
1
月
17
日
〜
19
日（
月
火
水
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
1
月
13

日
〜
14
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）
2
月
15
日（
火
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
1
月
27
日
（
木
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
2
月
10
日
（
木
）

池
袋
、
8
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
2
月
22
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
2
月
1
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
2
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
3
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
2
月
4
日
〜
6
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
3
月
9
日
〜
10
日

（
水
木
）
池
袋
、
1
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
1
月
18
日
〜
3
月

22
日
（
火
曜
計
10
回
）
池
袋
、
5

万
4
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
1
月
27
日（
木
）

池
袋
、
1
万
円

補
修
（
請
負
）

牛
込
陽
介
（
練
馬
支
部
）

☎
0
7
0
‐
8
4
4
0
‐
9
4
3
6

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
、
建
設
作
業

員
（
正
規
）

㈱
マ
ル
ト
ミ
建
装
（
江
東
支
部
）

☎
0
3
‐
3
6
8
4
‐
1
8
3
8

大
工
、
多
能
工
、
ダ
ク
ト
工
（
正
規
・

短
期
・
請
負
）

渡
邉
工
務
店
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
‐
4
5
3
4
‐
9
8
9
4

塗
装
、
防
水
（
正
規
）

㈱
Ｓ
Ｋ
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
‐
1
1
9
8
‐
3
6
4
3

畳
職
人
、
ふ
す
ま
職
人
（
正
規
）

田
村
畳
店
（
北
支
部
）

☎
0
3
‐
3
9
6
9
‐
0
8
2
8

建
築
塗
装
工
（
正
規
）

㈱
光
が
丘
美
装
（
練
馬
支
部
）

☎
0
3
‐
6
9
1
5
‐
6
3
3
3

土
木
作
業
員
（
正
規
）

㈲
海
友
（
練
馬
支
部
）

☎
0
8
0
‐
1
0
3
5
‐
5
1
0
3

現
場
管
理
（
正
規
）

㈱
エ
ッ
ジ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
杉
並
支
部
）

☎
0
3
‐
6
4
5
4
‐
7
4
3
2

と
び
、
土
工
（
正
規
）

㈱
高
橋
工
業
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
9
0
‐
4
7
2
7
‐
4
2
5
0

土
木
作
業
員
（
正
規
）

㈱
大
地
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
西
東
京

支
部
）

☎
0
4
2
‐
4
6
9
‐
0
7
3
0

大
工
（
請
負
）

㈲
伊
藤
工
務
店（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
9
0
‐
5
4
9
7
‐
5
4
4
3

鍛
冶
、
と
び
、
土
工
（
正
規
）

㈲
タ
カ
ハ
シ
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
江
戸

川
支
部
）

☎
0
9
0
‐
6
9
5
3
‐
7
2
8
2

配
管
工
、
水
回
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
正

規
）

長
田
設
備
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
‐
3
6
7
3
‐
2
2
2
3

大
工
（
正
規
）

ミ
リ
ア
ド
ド
ロ
ワ
ー
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
‐
2
6
2
4
‐
5
1
3
8

空
調
、
ダ
ク
ト
、
電
気
（
請
負
）

㈱
拓
海
設
備
（
杉
並
支
部
）

☎
0
3
‐
6
3
8
2
‐
8
6
0
5

防
水
（
正
規
・
請
負
）

㈱
み
つ
わ
巧
芸
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
‐
3
8
5
6
‐
4
0
5
1

防
水
、
橋
梁
工
事
（
正
規
・
短
期
・
請

負
）

㈱
平
安
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
‐
5
7
5
5
‐
5
3
3
8

休
憩
を
は
さ
ん
で
再
開
し
た
第

2
部
は
、
第
1
部
か
ら
引
き
続
い

て
の
参
加
と
な
る
森
山
さ
ん
、
橋

本
さ
ん
に
加
え
、
カ
レ
ッ
ジ
卒
業

生
ら
が
登
場
し
て
、
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
を
行
な
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
は
、
6
期
生
・

大
塚
豊
嗣
さ
ん
（
店
舗
内
装
）
、

9
期
生
・
安
田
裕
次
郎
さ
ん
（
不

動
産
／
内
装
）
、
10
期
生
・
石
川

真
衣
さ
ん
（
建
築
設
計
）
、
11
期

生
・
三
原
政
明
さ
ん（
建
築
大
工
）

の
4
人
。各
々
の
自
己
紹
介
の
後
、

森
山
さ
ん
の
基
調
講
演
に
つ
い
て

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
木
造
建
築
の
魅
力
や

仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
理
由
、

木
造
建
築
の
未
来
の
た
め
に
変
え

た
い
こ
と
、
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
自
分
の
目
標
、
東
京

建
築
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
期
待
…
等

々
、
与
え
ら
れ
た
時
間
で
は
足
り

な
す
ぎ
る
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
の

ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
後
、
会
場
参
加
し
て
い
た

教
務
担
当
者
や
現
役
生
な
ど
の
カ

レ
ッ
ジ
関
係
者
か
ら
の
質
問
や
意

見
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
の
3
時
間
半
が
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

＊
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

こ
の
公
開
講
座

の
内
容
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

公
開
講
座
で
考
え
る

東京建築
カレッジ

木
造
技
術
＆
知
識
の
重
要
性

卒
業
生
も
参
加
し
て

内
容
濃
い
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

同期の仲間みんなで作った
Ｔシャツ姿になりカレッジ
愛を語る三原さん

見応えある森山さん（左）と橋本さんの対談

届いた賞状を手にする小坂さん

建設マスター
西
東
京
・
小
坂
剛
さ
ん
に

「
業
界
良
く
し
た
い
」


